






An Explication of Christian Thought—Contrasting it with Buddhism
HARASHIMA Tadashi
The goal of my study is to give a broad explication of religious thought, and Christian thought in
particular, using a contrastive method. It aims to explain the individuality in which each religious
thought has developed. Therefore, it does not offer any judgment of value. 
This paper reveals the individuality of Christian thought clearly by contrasting it with Buddhism. In
the following ten paired items, the first pertains to Christian thought, and the second to Buddhism. 
11 “an ellipse” and “a circle”
12 “two” and “不二 (funi)”
13 “God is nothing” and “Nothing”
14 “providence” and “因縁 (innen)”
15 “incompletion” and “completion”
16 “already between still” and “already”
17 “response” and “live as one horn of a rhinoceros”
18 “badness is transformed to goodness” and “no distinction between badness and goodness”
19 “from despair to hope” and “neither despair nor hope”
10 “salvation from the sin” and “salvation from suffering”
The conclusion presents the contrast between “the logic of と (and)” and “the logic of 即 (that is)”. In
“the logic of と (and)”, there is a distinction between A and B (=not A) but there is no separation: A
refers to B and B refers to A. On the other hand, in “the logic of 即 (that is) there is no distinction
between A and B. A is not B. And simultaneously A is B.
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・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
困難は、
それが愛であつて同時に亦義であるからである








・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
して、キリストの愛は義に基づける愛である
















































いっています。Adeo omnipotens et bonus ut
bene faceret etiam de malo．すなわち、『神は悪
をも善用なさるほどに、全能であり善なる方で
ある』というのです。」144頁。
12 『日本的霊性』大東出版社、1944年初版、2008
年新版、240頁。
13 拙稿「内村の宗教思想についての研究を巡って」
『内村鑑三研究』第41号　2008年5月　
24頁以下で既に述べたことである。なお、私
にとっての「と」は、「近代人として生きるこ
と」と「基督者として生きること」である。こ
の「と」については、「J・P・サルトル『実存
主義とは何か』－実存主義はヒューマニズムで
ある」で述べた。太田良子・原島正編『私が出
会った一冊の本』新曜社　2008年。この本は、
東洋英和女学院大学 生涯学習センター10周年の
記念として出版されたものである。
キリスト教思想の特色の一考察
57
14 「と」の意味については、ボルノー 峰島旭雄訳
『実存主義と教育学』理想社の訳者のあとがき
から学んだ。なお、峰島は、「この“と”は、
場合によっては、二概念の同一をいいあらわす
ときさえある。そのいみでは、仏教でいう“即”
（たとえば一即一切一切即一など）のいみをも
つ。」とされる。300頁。私は、「即」と「と」
は違う、対比される、と考える。たしかに、
「と」は「即」として理解されるかもしれない
が、「と」は「即」ではない。この違いを明ら
かにするのが私の今後の課題である。さらに、
「と」は「間」であるが、関係する「二」の実
在性と独立性を強調する意味で「と」を用い
る。
15 「思想の言葉」『思想』No.998 2007年7月号
岩波書店。
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